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合意形成の場における発言メカニズムに関する研究 
 

システム計画学研究室 山根 佑司 

 
１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに    
近年の公共事業では，住民間での合意を図るこ
とを目的とした会合が開催されるケースが増え
ている．しかし，｢事なかれ主義｣，｢周囲との調
和｣を美徳とする我が国の国民性を考えると，同
調圧力により住民が真意を発言するとは必ずし
も言えない．したがって，真意を言いやすい会合
の運営が必要となるが，運営方策の意義や効果に
関する一般的な知見はほとんど蓄積されていな
い．そこで本研究では，どのタイミングでどの意
見を発言するかという住民の発言メカニズムを
モデル分析するとともに，いくつかの運営方策を
提案し，その有効性を理論的に検討する． 
2222．合意形成の会合と住民の発言行動の概要．合意形成の会合と住民の発言行動の概要．合意形成の会合と住民の発言行動の概要．合意形成の会合と住民の発言行動の概要    
 複数回からなる住民間での話し合いの場を事
業者が住民に提供する場面を想定する．個々の住
民は事業に対する賛成か反対かの態度を有して
いる．各回において全ての住民は｢賛成(s1)｣，｢反
対(s2)｣，「発言を保留(s3)」から一つを選択し，同
時に発言する．その際に｢賛成｣，｢反対｣を発言し
た人数の分布（発言分布）を知ることができる．
住民は t期の会合における発言の選択にあたって，
t−1 期の会合の発言分布を基に t 期の発言分布を
予測し，想定される全ての発言分布において，ど
の発言を選択するかを計画し，その計画に基づい
た発言行動を行う． 
3333．住民の発言行動のモデル化．住民の発言行動のモデル化．住民の発言行動のモデル化．住民の発言行動のモデル化    
進化ゲームに動的計画法を組み込むことで繰
り返し行われる合意形成の会合で得られる総期
待割引利得を以下のように定式化する． 

 
 
 
 

 
σt：t期の発言分布 β：割引因子 
p[σt|σt−1]：発言分布σt−1からσtへの推移確率 
ui(σt)：発言分布σtの下で発言 siを選択した場合の

瞬間の利得 
Vi(σt−1)：σt−1から推移するσtの下で発言 siを選択

した場合の t期以降の総期待割引利得 

4．方策の提案とシミュレーション分析．方策の提案とシミュレーション分析．方策の提案とシミュレーション分析．方策の提案とシミュレーション分析 
 20回繰り返される会合に 20人の住民が参加す
る場面を想定して数値実験を行った．なお，参加
する全ての住民の真意は反対であるとする．同値
のパラメータでも実験結果は毎回異なるため，25
サンプルを目安に実験を行った．方策としては第
三者による説明(方策Ⅰ)，会合の多数化(方策Ⅱ)
を導入し，発言分布と試行錯誤を行う確率に変化
を与える．それぞれの方策の下で得られたサンプ
ルの累計を図-1 に示す．図-1 より，どちらの方
策においても真意の発言が多くを占める分布が
最終状態となることが確認された．これらの結果
は，方策により，真意を発言する総期待割引利得
が相対的に上昇したためと考えられる．よって，
この 2つの方策は有効であることがわかった． 
5555．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに 
 上記モデルにより得られる最終的な状態とナ
ッシュ均衡の関連を明らかにしたい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 方策の導入効果    

保留を選択する住民がいなくなる期
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